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WG1概要紹介
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自己紹介 WG1 リーダー 岡元 大輔
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【職務概要】
勤務先：富士通株式会社
担当業務：
AI・データ利活用の商談支援・技術支援
ナレッジの整備・社内展開

【AI@Workへの参画経緯・来歴】
運輸系企業を顧客とした提案・開発・保守を担当するSE
⇒4年前からAIに興味を持ち、AI領域へのチャレンジを開始（G検定・E資格取得）
⇒AI案件のプロジェクトの進め方、全然わからない・・・
⇒ 2020年発足当初からAI@Work(WG1 AI4PM）に参加（PMP®の取得契機に）
⇒主にMLOps(AIシステムの運用）を対象に活動、2022年からWG1のリーダー

JDLAイベントでのLT登壇
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 ＡＩシステムを開発するためのプロジェクトマネジメントの方法論の研究
（Project Management for AI）

 不確実性の高い「ＡＩを適用したシステム」の構築・運用を成功に導く
 日本産業の発展に貢献を目指したAIプロジェクトマネジメントのありかたの確
立

PM4AI

Project Management 
for AI

WG1の活動主旨



2021年までの活動紹介
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AIプロジェクトに関する個別トピック毎にプロマネ視点で研究・整理を実施
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MLOpsPoCからの実用化移行への
成功要因

アノテー
ション

企画 PoC 本導入 運用

発注時の開発
契約の留意点

顧客への価値提供

AIプロジェクト特有のリスク通常プロジェクトとの全般的な差異

ベネフィットの最大化

フェーズ毎の観点

実用化後の
課題

AIプロジェクトの進め方

フェーズを通して共通の観点

AIプロジェクトの品質マネジメント

過去研究対象となったテーマ 2021年対象テーマ

WG1 2021年までの活動内容
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WG1 2021年活動内容①

D0:AIプロジェクトの進め方

NASSCOM Playbookの日本語訳を作成、日本の環境との相違点の考察を実施
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WG1 2021年活動内容②

D1:実用化～実用化後の課題

事例研究などを通し、「現場の受入れ」と「運用精
度の向上」の両軸について検討

D2:MLOps（機械学習の運用保守）

MLOps（機械学習の運用）をスモールスタートする
ためのフェーズやロール・技術を調査・検討
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WG1 2021年活動内容③

D3:AIプロジェクト特有のリスク

仮想事例を作成し、これを用いてリスクをシミュ
レートし、考察、リスク登録簿に取りまとめを実施

D2:MLOps（機械学習の運用保守）

品質保証観点でのAIプロジェクトに関わる各種文献
の調査・整理を実施



2022年活動

11©2022 PMI Japan Chapter. All Rights Reserved.



2021年までの活動の課題
• これまで各サブグループの積極的な活動により、参加メンバー内で「AIプロジェク
トにおけるマネジメントの難しさ」の理解は深まってきた

• PMBOKのような「AIプロジェクトマネジメント方法論」ガイドは存在しない？

2022年の活動の方向性
プロジェクトマネージャーがAIプロジェクトを計画・実行する際
の助けとなるアウトプットを作成する
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2022年活動の方向性



各グループのアウトプットを集結させ、包括的なナレッジを作成する
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2022年活動のアウトプットイメージとスケジュール

AIプロジェクトの進め方ガイド(Playbook)

AIプロジェクトリスク登録簿
AIプロジェクト品質ガイド

1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月

WG1
全体

Cycle 5
AIプロジェクトマネジメントの全
体像（定義・フェーズ・要素）の

認識合わせ

Cycle 6
WG1アウトプット作成

（AIプロジェクトガイド）



グループ内ディスカッションを中心に据え、AIプロジェクトマネジメントの全体像
（定義・フェーズ・要素）を明確にしていく
グループでの活動目的・活動計画が既に決まっているグループに関しては自律的に
活動を続ける
⇒月例会、リーダ会（今期より設置）を通してWＧ1全体の活動と同期をとりなが
ら進めていく
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Cycle5（2022年前半）の活動方法

月例会
メンバー間でのディスカッション

AIプロジェクトのマネジメントに関す
る意識合わせ、案出し

リーダ会
月例会や各グループでの活動を通

しての整合性合わせ

各グループの活動
個別テーマでの深掘り
アウトプット作り

検討ネタ提供
発散させたものを
収束・マージ

検討ネタ提供



Miro+ブレイクアウトルームを用いたディスカッションを実施

AIプロジェクトマネジメントに関するニーズ、メンバー間の認識の共通点、相違点
を洗い出すことで、整理すべきAIプロジェクトマネジメントの全体像を明確化する
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月例会の運営



WG1では参加メンバーを随時募集しております！
• AIを用いたシステム開発やPoC等の予定がある方
• 自身の実務経験を基に知識の深化・標準化を行いたい方（ベンダー・ユーザー、

PJ内でのロールなどは問いません）
• AIプロジェクトのマネジメントに興味のある方（スキルアップ目的も大歓迎で
す）

気になることがありましたらAMA（Ask Me Anything）セッションで
ぜひご質問ください！
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最後に・・・



本資料および動画の著作権は、PMI日本支部に帰属しています。

本資料および動画の一部分または全部を著作権者に無許可で複製、転載、

公衆送信、口述、上映、出版、頒布、貸与、編集するなどして使用

することは著作権法に反することとなります。
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本資料および動画の著作権について
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